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概要

2004年から開始された Sakai プロジェクトは，牽引する大学の移り変わりはあったものの，20年を経た現在に

おいても活発な開発・保守が継続されている．本ポスター発表では，これまでの Sakai の歴史を振り返りながら，

大学における LMS 選択のあり方を議論する．

1 はじめに

WebCT[1, 2] から始まった LMS の歴史は，「雨後

の筍」のような様々な製品の乱立，その中から抜け

出た WebCT や Blackboard による LMS マーケッ

トの寡占化，Sakai や Moodle に代表されるオープ

ンソースプロジェクトの台頭，IMS Global Learning

Consortium （現在の 1EdTech Consortium） によ

るラーニングテクノロジの標準化，Canvas に代表さ

れるクラウド LMS の登場等，四半世紀を越える様々

な経緯を経ながら発展し，最終的にコロナ禍における

全学的なオンライン授業実施を通じて大学における教

育活動の不可欠な基盤となった [3]．その歴史の中で，

2004 年から始まった Sakai プロジェクトも様々な変

遷を経ながら発展，現状に至っている [4]．本ポスター

発表では，Sakai プロジェクトの歴史，現状を通じて

大学における LMS のあり方を議論する．

2 Sakai プロジェクトの歴史

Sakai プロジェクトは，University of Michigan，

M.I.T.，Stanford University，Indiana University が

独自に開発していた LMS をオープンソース化し，

共同開発することで 2004 年から始まったプロジェ

クトである．最初の 2 年間は，Andrew W. Mellon

Foundation からの支援も得て，総額約 6.8 百万ドル

のプロジェクトであったが，最盛期には 200 を越え

る世界の研究大学を中心に広がった (図 1参照)．我々

も，文部科学省の支援を受けた ULAN プロジェクト

[5] を通じて Sakai プロジェクトに参加し．国際化や

日本語化に貢献した．これらの成果は，法政大学や名

古屋大学に展開され，Ja Sakai Community として発

展していった [6]．

3 Sakai の現状

現在でも Sakai Project Management Committee

(PMC)*1 を中核として活発に活動しており，毎週火曜

日午前 9時（米国東部時間）から 2時間程度の Sakai

Core ミーティングがオンラインで開催されている．

そこでは，新規機能の開発だけでなく，セキュリティ

対応を含むバグ修正，新規機能の実装等，リリース活動

および保守活動が行われている．最新版は Sakai 25.0

(図 2参照)，保守対象は Sakai 23, 22 となっている．

4 大学における LMS のあり方

コロナ禍を経て，名古屋大学や京都大学では，LMS

の所掌が IT 側から教務側へ変更される等，LMS の

大学における位置づけは根本的に変わった．授業を中

心に様々な教育活動のコンテンツややり取りが LMS

で行われるようになった現在，LMS を変更すること

は PC の OS をWindows から macOS に変えるぐら

いの劇的な変更をユーザに強制することになる．しか

*1 筆者も PMC のメンバの一員．



図 1 Columbia University, Cornell University, Georgia Tech, Indiana University, Johns Hopkins Uni-

versity, New York University, Oxford University, Rutgers University, Stanford University, University of

British Columbia, UC Berkeley, UC Davis, University of Cambridge, University of Michigan, Virginia

Tech, Yale University など，研究大学を中心に世界中の 200 以上の大学で運用（2007年時点）

図 2 Sakai 25 (nightly built) のゲートウェイページ (左) 及び成績簿ツール (右) の英語版のスクリーン

ショット（ダークモード対応時）．

も，生成 AI の活用に代表されるように，蓄積された

データをどう生かし，教育業務の効率化を図るかは大

学にとって極めて重要な課題である．単なる製品選択

ではない，大学としての長期的な戦略が必要である．
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